




















































































































































２枚引く）、“Reverse”（逆回り）、“Free”（フリークエスチョン）、“Choose 1 photo”（ TA学生の持








































































２）全体で、レシピを説明する時に必要となるフレーズ（“I’m going to tell you how to cook AAA”,
“First, please prepare BBB, CCC , …”,“Finally, arrange DDD on a plate”,“Now, EEE is ready”
等）を練習する。次にPPに映し出されたポテトサラダの作り方の絵を見ながら、全体で手順を英語
にして発話する。（15分）






























（Basic Topics）pets, cooking, TV, music, movies, books, sports, shopping, family, hamburgers, coffee, food, tea, 
friends, pizza, English, August, weekends, summer, winter, Christmas, birthday, free topic
（Advanced Topics） The Worst Nightmare I Had My Most Embarrassing Moment
A Funny Person I Know My Most Favorite Movie My Most Favorite Celebrity
One thing I Really Hate to Do Three Wishes of Mine My Favorite Thing to Do





















５．10．Let’s Tell a Japanese Folktale in English
概要：
　日本の昔話「浦島太郎」のストーリーを外国人に伝えるために即興で話を考える活動に加えて、「浦
島太郎のその後」の話を創作し、グループ単位で発表する。（所要時間120分、４～５人程度のグルー
プワーク）
必要な教材・機材：
　浦島太郎の英語版ストーリーのハンドアウト、桃太郎の英語版キーワード・リスト、紙芝居PP
手順：
１）事前指導として、前日演習終了時に浦島太郎の英語版ハンドアウトを参加者に配布し、自宅で物語
の表現・語彙等を確認してくるように指示する。（５-10分）
２）当日の活動では、まずストーリーテリングに慣れさせるため、例として桃太郎についてのキーワー
ド・リストを配布し、教員が提示する紙芝居PPとモデルリーディングに合わせて、桃太郎のストー
リーを英語で追っていく。（10-15分）
３）４～５人程度のグループに分かれ、順番に浦島太郎の物語を再構築していく。前日配布したハンド
アウトを参照することなしに、一人ずつ順番に１～２文程度で物語を進め、オリジナル版の結末まで
話を続ける。（30分）
４）浦島太郎のストーリーテリングが完結したら、「浦島太郎のその後」を創作する作業に移る。ここ
でも一人ずつ順番に１～２文程度で物語を進め、最終的に物語を完結させる。（45分）
５）物語が完結したところで、それをプレゼン原稿にまとめ、プレゼンテーションを行う。（30分）
留意点：
１）TA学生を各グループに配置し、全体のモデレーター役にあたらせる。教員は各グループ間を巡視
し、必要に応じてヒントとなる語彙等を提示するほか、プレゼン原稿の作成指導にあたる。
２）特に浦島太郎のストーリーテリングでは、物語の進みが早すぎたり遅すぎたりしないように、グ
ループ毎に適度な進度で進むように調整作業を行う。
６．評価方法
　演習授業終了後、教員の話し合いによって各学生の成績評価を行う。具体的には３日間を通しての参
加者それぞれのパフォーマンスと学習の伸び率を勘案した印象評価を60～100点の幅で点数化し、評価
としている。この評価のために、教員は活動の時間はもちろん休憩時間も参加者のパフォーマンスを観
察し続け、必要に応じてTA学生に感想を求めたりもしている。
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７．まとめ‐教育効果と可能性、課題
　本集中演習は、本学でFDの一環として実施されている学生授業評価アンケートで安定した高評価を
得ており、特に学内で実施している短期留学プログラムや語学研修に参加予定の学生からは「非常に実
践的でためになった」というコメントが多い。さらに留学・語学研修経験後には演習授業で学んだこと
が実際に現地で役立ったという声も聞くことから、一定の教育効果が得られていると考えられる。また
初日と最終日を比較すると、参加者の発話量が格段に増加しているのが見てとれる。特に最終日午後の
活動であるImpromptu SpeechとStory Tellingで３時間以上に渡って集中力を切らさずに話し続けてい
る様子は、担当教員も目を見張るものである。
　また、この集中演習には前年度同演習に参加した２年生数名をTA学生として参加させているが、こ
れらの学生に対しても十分な教育効果が期待できることがわかった。当初は単純に１年生と同じように
活動に参加しモデル学生としての役割を期待していたが、特に今年度の場合は、その役割に加えて本来
教員が担うような学習指導・支援といった役割をTA学生が果たしえることがわかった。演習後のTA学
生のコメントから、そうした役割を果たすことが同学生の英語学習に対する動機付けを高めているとい
うこともうかがわれた。
　なお、本演習には昨年度から学園内高等学校からの依頼により数名の高校生を受け入れている。受け
入れから得た印象としては、まず、なによりも参加者の動機づけがしっかりしていれば、高校生対象の
集中演習の実施は十分可能である。ただし基本的な英語運用能力（英検準２級程度）を持っていること
が望ましく、さらにパフォーマンスに対する興味・関心がないと指導が難しい。また、教員としては導
入する活動の難易度調整に十分時間をかける必要がある。
　最後に、本集中演習の今後の課題としては、難易度の高い一部活動の完成度を高めることが挙げられ
る。一例としては、参加学生は一般的にリーディング力が低いため、それが含まれる活動になるとパ
フォーマンスが下がることが観察されている。この問題の解決のためには、普段から学生のリーディン
グ力を高める指導が必要であるとともに、参加者の能力に見合った教材を開発する必要がある。
注
１）本稿は関東甲信越英語教育学会第36回群馬研究大会でのポスターセッションの発表内容を加筆修正したも
のである。
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